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・行 ス レ ドモ、 必 シモ 關係 ヲ有 セ ズ。

12)非 結 核 屍 二 合 併 ス ル肋 膜 炎 ノ頻度 ハ44.2%ニ
ノ

シテ、 死 因疾 患 中悪 性 腫 瘍 遙 二多 ク23.3%、 之 ソ ニ

・次 グハ 肺 炎 ニ シテ13.4%、 肺炎 以 外 ノ 肺 臓 疾 患 ハ

1,56%、 腎 臓疾 患 ハ4.8%、 心臓 疾 患4.2%、 拶 出

血3.7%、 其他 各種 疾 患 アvド モ何vモ 低 率 ナ リ。

13)結 核 屍 二合 併 ス ル肋 膜 癒 著 ハ 廣 汎 性 ノモ ノ多 ケ

ソ ドモ、非結 核 屍 二合 併 ス ル モ ノハ散 在 性 叉 ハ小 部 分

性 ナ リ。司 法 解剖 二櫨 ル所 謂健 康 屍 二合 併 セ ル肋 膜癒

著 ハ廣 汎 性 ノモ ノ少 ク、 散 在 性 叉 ハ 限 局 性 ノモ ノ多

シ。帥 チ結 核 性 ノモ ノハ廣 汎 性 ニ シテ非 結 核 性 ノ モ ノ

ハ散在 性 叉 ノ・限 局 性 ナ ノレ傾 向 ヲ有 ス.

ユ4)小 見 屍 ノ肋膜 炎 ハ病 屍例 二於 テ ハ 成 人 ノ夫b趣

ヲ異 ニ シ粘 著 セ ル モ ノ多 ク 換 言 ス レバ 新 鮮 ナ ル モ ノ

多 ク陳 薔ナルハ少 シ。癒 著範園ハ散在性叉 ハ部分性 ノ

モ ノ多 ク廣汎性 ノモノ少 シ、

16)小 見屍 ノ肋膜炎ハ結核 ヲ合併 セ」L・・モノ20.0%ニ

シテ非結核屍 二 件 ヘルモノ多 ク、就 中肺炎、水癌、

「ヂフテリー」二績 號 シテ化膿性肋膜 炎 ヲ招來セ リcr

著 者ハ以上 ノ調査成績 ヲ綜合 シテ、肋膜炎ハ諸疾 患中

最 モ多 キ疾 患ナ リ塾徹 シ、更 二論及 シテ、

結核殊 二肺結核 ト密接 ナル關係 ヲ有ス レ ドモ、非結核

屍 二於 テモ多籔 之 レヲ認 メタ リ。殊 二特肇性肋膜炎 ノ

登症論 二關 シー部 ノ學者 ノ圭唱ス ルが如 ク、特獲性肋

膜炎 ハ悉 ク結核性 ナ リト極言 スルニ封 シ著者 ハ 疑義

ヲ有 スノレモノナ リ。更 二司法解剖例 二篠 ル所 謂健 康屍

ノ肋膜炎 二就 テー暦此感 ヲ深 クス ト云ヘ リ.

(壷北、天野抄)

會報蛇難報

前 原 勝 樹

二 川 虎 薙

阿 保 亀 之 助

伊 藤 嘉 奈 太

〇八月中新入會者

桐生市天紳町一丁目

長野縣諏訪郡富士見村富士見高原

療養所内 み

弘前市百石町阿保内科馨院

長野縣上高井郡小布施新生療養所

藤 田 忽

川 ロ 善 友

内

日本赤十学祉大阪支部病院呼吸器

病科

名古屋市中匠岩塚町入

O評 議員ノ卦

評議員天見民恵氏九月十六 日逝去 ス 本會 ハ 會長 名ニ
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リ 。
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